
二色小だより

毎学期末に「自分でつける通知表」を子どもたちに書いてもらっ

ています。これは、学期ごとに学校生活の良かった事やもっとがん

ばった方が良いことを自分でふり返ってみるものです。

読ませてもらうと、大人から見ると「そんなの当たり前」と見過

ごしてしまう事でも 「できるようになった」と達成感を感じている、

ことがわかります。気がつかない所や目立たない所でも、それぞれ

の子どもたちが努力したり、友だちや親子のふれあいで励まされて

いる事が伝わってきます。

このような小さなふれあいや満足感が積み重

なって「やればできるんだ」と自信を持ち、

「自分は大切な存在だ」と思うになっていく

のではないでしょうか。学校、家庭、地域で

子どもを見守り、はげまし「私はかけがえの

ない大切な存在なんだ」という自覚が全ての

子どもたちが持てるようになればと願っています。
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保護者対象の学校評価アンケート３

２１枚が回収できました。ご協力あ

りがとうございました。

また、１２月１５日の９時半から

ツートンくらぶの９名の方がボラン

ティアで集計作業を行ってくれまし

た。保護者３０３名、児童２１９名

、の計５２２枚のアンケートを分担し

スムーズに入力できたので１１時に

は集計を終えることができました。

本当にありがとうございました。来

年もよろしくお願いします。
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■音楽会のそろをがんば

ったとおもいます。おお

きなこえでみんなにきこ

えやすかったとおもいます。またしたい

なとおもいます。

■くじらぐもの音がくかいで、おかあさ

んを見たかったけど、なるべく大ともせ

んせいをみるようにした。

■いえでしゅくだいのおんどくをして、

よみおわったあと、おうちの人にほめら

れてがんばったとおもいました。

■こままわしは、さいしょできなかった

のに、いえであきらめずやったらできた

うれしかったです。

■あやとびができなかったけど 」どん、

どんれんしゅうしていくと、１かいでき

てもう１かいやったら５かいできてうれ

しかった。

■きゅうしょくとうばんのふくにきがえ

るとき、さいしょは早くなかったけどだ

んだん早くきがえられた。

■もんのまえにいる人にきちんとあいさ

つができた。

▼わたしは、国語がにが

てだけど、友だちのをし

っかり聞いていたら、す

きになりました。 ▼１学きは、まちがっ

たらはずかしいからてをあげられなかった

けど、２学きになってからは、いっぱいて

をあげられるようになりました。

▼音がくかいで、れんしゅうしていたら、

カスタのひもがきれてれんしゅうしすぎた

なぁ～と思いました。

▼貝づかえきまで歩いたことです。いつも

だったら車でいくけど、歩きはとおいし上

りみちがあるのでがんばりました。

▼ＰＴＣでクッキングをして自分たちで作

ったりょうりおいしかったです。

▼九九でさいしょは６から９のだんがにが

てだったけど、今はぜんぶのだんがすきに

なった。それはおふろに入っている時もあ

らっている時もれんしゅうしたからです。

▼おもちゃ広場で「いらっしゃいませ、ビ

ューン車レースが２の２にあります。やり

たい人は教室までおこし下さいませ！」と

言いつづけた。

●音楽会で手や首が

いたくなるほどタン

バリンをたたいた。楽しそうに、しか

もくにひろ先生にほめられた！

●きゅう食でにんじんが食べられた。

●１学期よりも自分から手を上げれる

ようになった。

●私は計算がおそいけど、お家で｢計

算はやくなったね 」といってくれま。

した。

●てつぼうでいっぱいれんしゅうした

ら、手に５こもまめができた。

●ＰＴＣでおとながなげたボールをい

っぱいキャッチできた。

●家でなわとび練習して、できなかっ

た二十とびを１回とべた。

●学校の人たちじゃなくて、近所の人

たちにもあいさつを元気よくした。

●まちがえてもいいから、ゆうきを出

して本をよみました。

▲台上前転できるか不

安だったけど、すっか

。りできるようになった

▲理科の実験でマッチをするのがこわか

ったけど勇気を出してやったらできた！

▲とう立を家で、頭をうったけど練習し

てたらとう立ができた。

▲３，４交流のときは、なるべく３年生

の好きな遊びを一緒に遊んだ。

▲４さいにもなって、うるさい妹のめん

どうをみた。

▲トイレそうじで、みんなが気もちよく

つかえるようにスリッパをならべた。

▲二色フェスタでたくさんの人にスライ

ムの作り方をおしえた。

▲給食を残さず食べれるようになった。

▲車いすでパークタウンをまわるとき、

大きなだんがあって、上を見てもあがれ

なくて、次の朝左手がきん肉つうになっ

てた…。

▲あいさつをだれにでもできるようにし

た。

★園芸委員会の草抜きを

約１５０本ぬくのを寒い

から手がいたかったけどがんばった。

★集会の時に、みんなの前で話すのが恥

ずかしかったけど、最後まで言えた。

★二色フェスタでおばけやしきをやって

準備などしっかりした。

★調理実習で、いつもお母さんが作って

いるのを考えるととても大変ということ

がわかった。

★校外学習で自分たちの力で初めて電車

に乗った。

★児童委員会では赤い羽根募金をしに、

中学までいきたくさん募金してもらった

★全教科答えられるものは、ちゃんと手

を上げた！はずかしいのも、ちょっとだ

けとれた。

★ヘッドスプリングはこわかったけど高

いのもちょうせんしたら出来た。

◆修学旅行で外国の人

にたくさんインタビュ

ーをした。

◆１学期より、どの教科もすすんで手

をあげた。

◆最後の音楽会だったので、しっかり

口を開けて大きい声でうたった。

◆けいじ委員会で３日間あいさつ運動

を忘れずにできた。

◆クラブで４年生の希望をききながら

打順を考えた。

◆音楽会でぼくはピアノできんちょう

したけど、２０分休けいに１０回以上

れんしゅうした。

◆修学旅行のインタビューで勇気を出

して外国の人に話しかけた。

◆児童集会で司会の言葉を覚えるよう

にして話した。

◆放送で、すらすらいえるように練習

をかさねました。

◆音楽会の合唱の練習で、なおせると

ころはたくさん練習してなおした。

その２
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●授業中児童たちが先生の話に引

き込まれて集中していく様子が伺

えました。普段騒がしい子どもた

ちを引きつけるのはとても難しい

と思います。

●体育館でくじらぐもがもう１度

観られてうれしかったです。音楽

会では、保護者と舞台に距離があ

りましたが、参観では近かったの

で表情まではっきり見ることがで

きました。平日に行くことができ

なかった家族も喜んでいました。

●２時間、たっぷりあったので上の

子と下の子をゆっくり見に行ってあ

げることができました。

●一人一人の発言に対し、先生がて

いねいに答えたり、言葉を返された

り、子ども目線に立ちかかわって下

。さっていることが良くわかりました

ありがとうございました。

●参観した授業は図工でした。先

生が｢おうちの方を一緒に作ってあ

げてください 」と言ってくださっ。

たので、子どもと一緒に作業する

こ と が

で き 、

よ か っ

。たです

◆今日の参観は、子どもたちがお互い

のことをよくみているなあと感心させ

てもらいました。自分の子も、まわり

のみんなに、ちゃんと見てもれている

ことがうれしく、ありがたく思えた参

観でした。

◆みんなの☆きらり☆をみつける。そ

れを伝える。とてもいいことですね。

何気なく見過ごされていくことを自他

共に再認識でき、喜びをもらえるなん

て。家でも我が子の綺羅利をたくさん

見つけ伝えてあげたいと思います。

◆普段参観に来ることができない父親

も見ることができ大変喜んでいまし

た。

◆自分のよいところを友だちに見つけ

てもらうとそれはとても大きな自信に

つながると感じました。

■元気よく手を上げ、答えている姿

を見てうれしく思いました。休み時

間も外でお友だちと遊んでいる様子

は順調に楽しく育っていると実感し

ました。先生、お友達に感謝です。

■２時間たっぷりとあり、妹のとこ

ろに行ったりできたので良かったで

す。同じ道徳の授業でも学年ごとに

ちがうのでいろいろと考えながら参

観させてもらいました。

■｢大切なものは何ですか」の問いに

子どもたちの答えが“家族 “友だち”

“命”が多く、各々大事なものが生”

まれ、それを大切にしようとする姿

勢が見え、嬉しく思いました。この

気持ちを忘れずに素直に成長してほ

しいと思いました。

■いつもの参観は平日にあるので、

日曜日だとお父さんも学校での子ど

もの様子が見ることができて良かっ

たです。

■車いすでは普段気づかない程の勾

配でも影響が大きく、傾いたり車輪

を持って行かれたりする事がわかり

ました子どもとこのような体験をし

てとても勉強になりました。

■身近にあるバリア、バリアフリー

について自分が体験することでより

一層理解が深まったと思いました。

クラスの全員が発表することができ

ていてよかったです。車いすの人だ

けでなく、いろいろな人が生活して

いく上で不便なことが少しでもなく

なるような社会になっていってほし

いです。

そのために、自分たちが何ができ

るかを考えられるようになってほし

いと思いました。

■子どもたちの車いす体験を見て感

じたことは…、遠足で勉強してきた

ことを生かせていると感じました。

数センチの段差では、上を見ると進

。めると言って上を見上げていました

しっかりコツを覚えてきたんだなと

思いました。

■普段は見れない休み時間の様子を

見ることができてよかったです。

授業中も楽しそうにしていて見てい

る私も楽

しかった

です。

★と畜場の話でしたが、わたしの父

が養豚業を営んでおり、非常に興味

深かったです。私自身小学生の頃父

についてと畜場に行ったことを思い

出しました。次回は実際に働いてい

る方のお話が聞けるということで、

子どもにとっていい機会になると思

います。

★焼肉が大好きの息子にとって牛の

話は興味深かったと思います。多く

の人々の手によって食べさせてもら

っているということに感謝する心を

忘れずにいたいと思います。将来仕

事についた時人々の役に立つ仕事だ

とほこりを持って働く人になってほ

しいと思いました。

★Ｉメッセージの授業、私も勉強に

なりました。言い方一つで相手を傷

つけずに自分の気持ちを伝えられる

のですね。これから私も気をつけよ

うと思います。

★と畜業の説明を子どもたちがじっ

と聞いていたのが印象的でした。太

鼓ができる様子の勉強は、音楽会で

二色太鼓をしたすぐ後だったので、

タイミングが良かったと思います。

より身近に考えることができたので

は な い

で し ょ

う か 。

▲修学旅行へは、楽しんできた様で

家では楽しかったことばかりしか話

をしていませんでしたが、思ってい

た以上に戦争の恐ろしさを自分たち

で詳しくまとめていて、感心しまし

た。耳で聞くだけではなく、実際に

戦後を目で見ることができたから、

感じるものがたくさんあったのだと

思います。どの班の発表もすばらし

かったです。

▲原爆や戦争について経験のない子

どもたち(親も含め)ですが、修学旅

行で広島に行き、貴重な体験や学習

、を肌身で感じたからできたんだなぁ

と子どもたちの発表ですごく伝わっ

てきました。自分の思いを言葉にし

、て人の前で伝えることが出来ており

みんな素晴らしかったと思います。

▲最初から最後まですべてのグルー

プの発表を観ましたが、それぞれに

違った方法で、どうしたら聞いてい

る人にわかりやすく伝えられるか…

と一生懸命工夫していたことにとて

も感心しました。最近何を見ても｢さ

すが最高学年 」と感じることが多!!
く、しっかり成長してくれている姿

をうれしく思っています。


